


























貸出金残高(平残)推移
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業務粗利益の内訳

【ご参考】単体決算の主な特徴点
業務粗利益（前年同期比△259億円）の事業別の内訳
①営業店部門（預貸金等）はマイナス金利政策の厳しい環境下で前年同期比増益（＋8億円）を確保

・貸出金利息（円貨・外貨合計）前年同期比＋21億円の増収
・中小企業向け貸出、消費者ローンの持続的な成長を通じ、貸出金利息は改善トレンドを継続

②市場運用部門は米国大統領選後に株高、米国債金利の上昇が進行。保有していた米国債券等に評価損が発生したため、今後
の債券運用の自由度と機動性を確保すべく、株式売却益により債券評価損を積極的に処理した結果、前年同期比減益

26年度
第3四半期

27年度
第3四半期

28年度
第3四半期

前年同期比

業務粗利益 1,171 1,176 917 △259

資金利益 909 948 876 △72
貸出金利息
有価証券利息配当金
預け金利息等
預金等利息（△）
コールマネー利息等（△）

690
260
24
41
24

693
302
29
47
29

714
241
31
56
54

+21
△61

+2
+9

+25
役務取引等利益 115 118 114 △4

特定取引利益 4 7 0 △7

その他業務利益 142 102 △74 △176

うち国債等債券関係損益 135 91 △119 △210

業務粗利益を事業別に分解

①営業店部門（預貸金等） 764 764 772 +8

貸出金利息
うち円貨貸出金利息
うち外貨貸出金利息

役務取引等利益
預金等利息（△）

690
651
38

115
41

693
640
53

118
47

714
642
72

114
56

+21
+2

+19
△4
+9

②市場運用部門 407 412 145 △267

有価証券利息配当金
預け金利息等
コールマネー利息等（△）
特定取引利益
その他業務利益

うち国債等債券関係損益
(国債等債券売却損(△))

260
24
24
4

142
135
(10)

302
29
29
7

102
91

(102)

241
31
54
0

△74
△119
(258)

△61
+2

+25
△7

△176
△210

（+156）

（参考）株式売却益 52 32 149 +117

（億円）

27,062 
27,528 

29,496 
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中小企業

25,250 

26,580 

28,303 
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消費者ローン

（億円）

中小企業向け貸出・消費
者ローンの持続的な成長

(注)本資料の金額は原則として単位未満を四捨五入し、前年同期比については原則表上にて算出しております。

有価証券評価損益推移

・1月末時点で評価損はほぼ解消
・有価証券評価損益全体は9月末比増加

平成28年
9月末

平成28年
12月末

平成29年
1月末

有価証券評価損益 +2,160 +2,315 +2,398

株式 +2,062 +2,418 +2,377

債券 +110 +68 +32

その他 △12 △171 △11

（億円）

（億円、％）


